
だより

〔 保育所から始める地域コミュニティ創り 〕
～ 人とひととのぬくもりで 子どもが育つ 親が育つ 地域が育つ街 童心会 ～

令和7年度

先日、２０２６年（令和８年）１月３０日（金）、私たち（社福）童心会の伝統になった

『さくら組（５歳児）さん男子４４名、女子４７名による「第１１回マラソン交流会９９０ｍ」が行われました』

子ども・保護者・関係者・保育者仲間たちの応援・総勢５００余名の参加による大イベントでした。

ある人が言っていました。

〔 マラソン交流会という「文化の証明」 〕

・５００人が集い

・子ども・親・保育者仲間たちが同じ場に立ち

・喜びと達成を分かち合う

”童心会”という共同体の記憶として共有されたこと、

これこそが「保育所から始まる地域コミュニティ創り」になっていると言うのです。

そしてこの日、開会式、表彰式、閉会式が終わってホッとしている時、

ある園の保護者がご挨拶に見えました。

１０年前に開設された保育園の保護者で現在も４人目のお子さんが今日のマラソン大会に参加し、

”がんばっている姿を応援した”という涙ながらのご挨拶でした。

「上の子たちもお陰さまで学校に行っても良い子に育っています」

という１０年間にも及ぶ長い歴史の感謝の言葉と感動、ご苦労の涙だったと思いました。

改めて、”子育て”文化も地域コミュニティ創り”も

「保育所に持たされた機能と役割」の１０項目のすべても”人間教育文化”の創造につながる

本当に大切な生命観・倫理観・人生観・世界観の融合のための論理だと考えさせられました。
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〔 このエピソードも「文化の証明」である 〕

・１０年という時間

・４人の子ども

・涙ながらのありがとう

・「学校に行っても良い子に育っています」という一言

だから「子育てを親だけの責任から”社会の文化”へと取りもどす」

という社会構造を再設計しなければならないと方向性を示されたエピソードでした。」

改めて私たちが考えている「保育所から始める地域コミュニティ創り」とは、

昔から日本の土壌の中に埋め込まれていた『「日本の道理」としての子育て文化』

”人の行うべき正しい道”を再生すべきであると考えています。

昔、子宝に恵まれなかった人たちの「捨て親・拾い親・貰い親・育ての親」

という”思いやりの心（慈悲）”を持った人たちの善意から日本の文化が生まれました。

それが現代人が忘れかけている日本の人間教育文化の原型なのです。

・血縁を超えた関係

・所有ではない養育

・社会全体で命を迎える感覚

子どもは”授かりもの”であり、社会の宝である、という生命観・倫理観・人生観の融合でした。

しかし今、私たちの周囲には”愛され方を知らない”、”Serve & return（応答的やりとり・応答的関わり）”

などを通した「人との関係の中で支えられる経験」を持たないまま親になっている人たちが多くなっているのです。

今なお、異年齢・複数の親・大人・子育て仲間・生活のリズム・関係の循環が日常生活の中に存在している場所

それが保育園なのです。

だから私たちは「人間教育文化の原初体験を引き受ける場」として考えているのです。

子どもたちは健気にも未成熟な生命を授けられながらも、日常を”一日一生”と考え

「ときめき・あこがれ・感動・感喜」を繰り返しながら”五感と六識”を刺激し、学び続けているのです。

ひとりで できる ひとりで できた ひとりで 創る

みんなと できる みんなと できた みんなと 創る

人のために できる 人のために できた 人のために 創る

助けあって できる 助けあって できた 助けあって 創る

新しい人間科学の知見を借りるならば、「乳幼児は有能な学習者である」というＯＥＣＤの見解は

どんなに私の弱気になっていた心を元気づけてくれたか分かりません。

最後になりましたが、「第11回マラソン交流会９９０ｍの成績」を発表いたします。

今日もまた一日一生を念じながら

すべての仲間たちのWell-being ” !! 幸せになろうね！幸せになろうよ！”と

祈り願い続けていくつもりです。どうぞいつまでもお幸せに !!

令和８年 ２月 吉日

社会福祉法人童心会

理事長 中山勲


